
被保険者の種類 第1号被保険者 第2号被保険者 第3号被保険者

対    象    者

・20 歳以上の学生
・農林漁業・商業な
　どの自営業者

・無職の方  など

会社員、公務員など 2 号被保険者に扶養
されている 20 歳以
上 60 歳未満の配偶
者（専業主婦など）

加入する年金の種類 国民年金のみ 国民年金+厚生年金 国民年金のみ

届出先 市役所 勤務先 配偶者の勤務先

保険料の納付方法 本人が納付 勤務先が納付 不要(配偶者が加入
する制度が負担)

【
問
合
先
】＝
▼
本
庁
保
険
年
金
課
国
民
年
金
グ
ル
ー
プ　

     　

（
23
）５
１
１
１（
内
線
２
８
２
１
）

　
　
　
　
　

▼
川
内
年
金
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

      　
（
22
）５
２
７
６

　
　
　
　
　

▼
一
般
的
な
年
金
相
談
＝
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル　

０
５
７
０（

０５
）１
１
６
５

　

日
本
に
住
所
が
あ
る
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の

方
は
全
て
、
国
民
年
金（
厚
生
年
金
を
含
む
）に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
の
被
保
険
者
は
、
左
表
の
と
お
り

３
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
就
職
や
退
職
、
結

婚
な
ど
に
よ
り
、
年
金
の
種
類
や
保
険
料
の
納

付
方
法
が
変
わ
る
た
め
、
そ
の
都
度
、
届
け
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
届
け
出
が
遅
れ
る

と
、
将
来
受
け
取
る
年
金
が
減
っ
た
り
、
受
け

取
れ
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

留
意
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
は
第
一
号
被
保
険
者
へ
の

加
入
・
変
更
の
届
け
出
が
必
要
で
す

～
２
週
間
以
内
に
手
続
き
を
～

20
歳
に
な
っ
た
と
き

　

学
生
、
自
営
業
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
方
な
ど（
厚

生
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
方
）

【
必
要
な
も
の
】＝

▼
印
鑑（
本
人
手
続
き
の
場
合
は
不
要
）

▼
年
金
事
務
所
か
ら
届
い
た
書
類

▼
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書（
免
除

　

申
請
を
す
る
場
合
）

離
職
・
退
職
し
た
と
き

　

会
社
や
役
所
を
離
職
・
退
職
し
た
20
歳
か
ら

60
歳
未
満
の
方

【
必
要
な
も
の
】＝

▼
印
鑑（
本
人
手
続
き
の
場
合
は
不
要
）

▼
年
金
手
帳（
基
礎
年
金
番
号
）

▼
離
職
・
退
職
日
が
分
か
る
書
類（
資
格
喪
失

　

連
絡
票
や
退
職
辞
令
な
ど
）

　

＊
免
除
申
請
を
す
る
場
合
は
、
離
職
票
な
ど

　
　

が
別
途
必
要

配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き

　

被
扶
養
者
本
人
の
収
入
増
や
配
偶
者
と
の
離

婚
、
ま
た
は
配
偶
者
の
退
職
・
死
亡
な
ど
に
よ

り
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
配
偶
者
の
扶

養
か
ら
外
れ
た
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

【
必
要
な
も
の
】＝

▼
印
鑑（
本
人
手
続
き
の
場
合
は
不
要
）

▼
年
金
手
帳（
基
礎
年
金
番
号
）

▼
扶
養
を
外
れ
た
日
が
確
認
で
き
る
書
類

任
意
加
入
し
た
い
と
き
は（
60
歳
以
降
）

　

資
格
期
間
を
満
た
し
た
い
方
や
年
金
額
を
増

や
し
た
い
方
は
任
意
で
加
入
で
き
ま
す
。

【
必
要
な
も
の
】＝

▼
印
鑑（
本
人
手
続
き
の
場
合
は
不
要
）

▼
年
金
手
帳（
基
礎
年
金
番
号
）

▼
預
金
通
帳
と
届
出
印

届
け
出
の
提
出
は

　

本
庁
保
険
年
金
課
国
民
年
金
Ｇ
ま
た
は
各
支

所
地
域
振
興
課
市
民
生
活
Ｇ（
鹿
島
支
所
は
市

民
福
祉
Ｇ
）

届
け
出
に
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
代
理
人
の
場
合
は
、
別
途
、

委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

＊
20
歳
以
上
の
方
が
就
職
し
た
と
き
、
結
婚
や

　

退
職
で
配
偶
者
の
扶
養
に
入
っ
た
と
き
、
配

　

偶
者
が
会
社
を
変
わ
っ
た
と
き
は
、
就
職
先

　

ま
た
は
配
偶
者
の
勤
務
先
で
手
続
き
を
し
て

　

く
だ
さ
い
。

＊
印
鑑
は
、
ス
タ
ン
プ
印
を
除
き
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

　
　
　
　
　
　
　
　
困
難
な
と
き
に
は

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
申
請
に
よ
り
、
所
得
に
応
じ
て
保
険
料
の

納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る「
国
民
年
金

保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
に
は

　
　
　
　
　
　「
後
納
制
度
」の
利
用
を

　

本
来
、
国
民
年
金
保
険
料
は
２
年
を
経
過
す

る
と
納
付
で
き
ま
せ
ん
。「
後
納
制
度
」は
、
平

成
30
年
９
月
ま
で
の
期
間
に
限
り
、
過
去
５
年

以
内
の
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

＊
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る

　

方
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

後
納
制
度
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
た
め

に
は
、
事
前
に
年
金
事
務
所
へ
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ

ル（

０
５
７
０（
０
１
１
）０
５
０
）に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
後
納
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
】＝

▼
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
増
額
で
き
ま
す
。

▼
年
金
の
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ

　

り
ま
す
。

男女共同参画情報コーナー

〜一人ひとりが幸せを実感できるまちへ〜
【編集】＝「とらいあんぐる」編集員

【問合先】＝本庁企画政策部 コミュニティ課
　　　　　 男女共同参画グループ
　　　　　　（23）5111（内線 4612）

あ
な
た
の
人
権
は

守
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

　
「
Ｄ
Ｖ
」や「
モ
ラ
ハ
ラ
」と
い
う
言
葉

を
、
皆
さ
ん
も
一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。「
あ
る
け
ど
、
内
容
ま

で
は
…
」と
い
う
方
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

Ｄ
Ｖ
と
は「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ

レ
ン
ス
」の
略
語
で
す
。
一
般
的
に
は
、

配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
を
指

し
ま
す
。

【
Ｄ
Ｖ
の
種
類
】

■
身
体
的（
殴
る
・
蹴
る
な
ど
）

■
精
神
的（
暴
言
・
脅
す
・
無
視
な
ど
）

■
社
会
的（
交
友
関
係
の
制
限
な
ど
）

■
経
済
的（
生
活
費
を
渡
さ
な
い
な
ど
）

■
性
的（
性
行
為
の
強
要
な
ど
）

　

一
方
、
モ
ラ
ハ
ラ
と
は
、「
モ
ラ
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
」の
略
語
で
す
。
言
葉
や
態

度
な
ど
に
よ
っ
て
、
相
手
の
心
を
傷
つ
け

る
精
神
的
暴
力
を
い
い
ま
す
。
芸
能
人
の

離
婚
騒
動
で
、
モ
ラ
ハ
ラ
と
い
う
言
葉
の

認
知
度
は
一
挙
に
高
ま
り
ま
し
た
。
市
の

相
談
窓
口
で
も
、
モ
ラ
ハ
ラ
関
連
の
相
談

件
数
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

Ｄ
Ｖ
被
害
に
あ
っ
て
い
て
も
、
身
近
な

人
に
も
相
談
で
き
ず
に
悩
ん
で
い
る
人
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

我
慢
し
た
り
、
一
人
で
悩
ん
だ
り
、
自

分
を
責
め
た
り
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
な
た
に
暴
力
を
ふ
る
う
権
利
は
誰

に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
に
は
自
分
を

大
切
に
す
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
な
た
の
周
り
で
、
そ
ん
な
人
の
存
在

に
気
付
い
た
ら
、
相
談
に
乗
り
、
支
援
し

て
く
れ
る
機
関
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｄ
Ｖ
は
決
し
て
個
人
の
問
題
で
は
な

く
、
社
会
的
な
問
題
で
す
。

　

あ
な
た
が
あ
な
た
ら
し
く
、
生
活
で
き

る
こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
か
ら
…
。

　今日は、久々に家族での遠出。すっかり身だしな

みを整えた夫は、自慢の車でお気に入りのＣＤを聞

きながら家族を待っています。一方、妻は、朝食の

片付けに洗濯物干し、子どもの世話にと大忙し。そ

こへ、クラクションが３回鳴り、「遅いなぁ。何し

てんだよ !!」と夫の大声が。妻は、乱れた髪を手で

整えながら、大急ぎで車に駆け込みました。畳み

掛けるように「いつも出かける時はおまえが遅れる

じゃないか。何やってんだよ！のろまなんだから！」

と夫。無言のまま外を見つめる妻…

＊…＊…＊…＊…＊…＊…＊…＊…＊…＊…＊…＊

　皆さんは、この光景をどう感じますか？

ちょっとした思いやり（相手を思う気持ち）があれ

ば、この夫婦間の言動も、もっと違うものになった

かもしれません。親子間や職場内でも同じことがい

えます。

　相手のことを尊重して、円滑なコミュニケーショ

ンを取るよう心掛けたいですね。
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